
みずほCustomer Desk Report  2022/10/14 号（As of 2022/10/13） 市場営業部　為替営業第二チーム
【昨日の市況概要】 公示仲値 146.85

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY GBP/USD AUD/USD

TKY  9:00AM 146.79 0.9705 142.56 1.1098 0.6276
SYD-NY High 147.66 0.9806 144.09 1.1380 0.6316
SYD-NY Low 146.46 0.9632 141.84 1.1061 0.6170
NY 5:00 PM 147.22 0.9778 143.98 1.1332 0.6298

終値 （前日比） 終値 （前日比）

NY DOW 30,038.72 827.87 日本2年債 ▲0.0500% 0.0100%

NASDAQ 10,649.15 232.05 日本10年債 0.2500% 0.0000%

S&P 3,669.91 92.88 米国2年債 4.4635% 0.1703%

日経平均 26,237.42 ▲ 159.41 米国5年債 4.2048% 0.0844%

TOPIX 1,854.61 ▲ 14.39 米国10年債 3.9486% 0.0483%

ｼｶｺﾞ日経先物 26,785.00 430.00 独10年債 2.2955% ▲0.0450%

ﾛﾝﾄﾞﾝFT 6,850.27 24.12 英10年債 4.1805% ▲0.2295%

DAX 12,355.58 183.32 豪10年債 4.0130% 0.0430%

ﾊﾝｾﾝ指数 16,389.11 ▲ 311.92 USDJPY 1M Vol 12.65% ▲0.56% 　
上海総合 3,016.36 ▲ 9.15 USDJPY 3M Vol 12.17% ▲0.16%

NY金 1,677.00 ▲ 0.50 USDJPY 6M Vol 12.00% ▲0.09% 【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】
WTI 89.11 1.84 USDJPY 1M 25RR ▲1.01% Yen Call Over

CRB指数 282.49 3.24 EURJPY 3M Vol 13.55% ▲0.19%

ドルインデックス 112.36 ▲ 0.96 EURJPY 6M Vol 13.51% ▲0.12%

【予想レンジ】
通貨ペア

想定レンジ

【マーケット・インプレッション】

担当：大橋・多川

当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基
づいて作成されていますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投
資に関する最終決定は、お客様ご自身の判断でなさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で
引用または複製することを禁じます。なお、当行は本情報を無償でのみ提供しております。当行からの無償の情報提供を望まれない場合、配信停止を希
望する旨をお申し出ください。
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海外市場のﾄﾞﾙ円は146円台後半でｽﾀｰﾄ。米9月CPIの結果発表を控え様子見ﾑｰﾄﾞが強まる中、底堅くも方向感無く推移
し、146.71ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ。朝方は注目の米９月CPIが市場の事前予想を上回り、前年比ﾍﾞｰｽのｺｱ指数は約40年ぶりの
伸びを記録したことを受けて、ﾄﾞﾙ高･米株安･米金利上昇で反応し、ﾄﾞﾙ円は147.50まで上昇。その後、147.66まで上昇し、
次のﾚｼﾞｽﾀﾝｽﾚﾍﾞﾙとして注目されていた1998年高値の147.64を一時的に上抜けると、利益確定目的や介入警戒の売り
が入り、146.46まで急落する等の荒い値動きを見せた。その後は147.00を挟んだﾚﾝｼﾞで売買交錯。午後は147円台後半
で落ち着いた値動きを見せ、結局、147.22ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞ。一方、海外市場のﾕｰﾛﾄﾞﾙは0.9700近辺でｽﾀｰﾄ。米金利低下が
意識されたほか、ﾎﾟﾝﾄﾞ上昇に連れ高となり、0.97ﾚﾍﾞﾙ半ばまで上昇し、0.9745ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ。朝方は米CPIの結果を受
けてﾄﾞﾙ買いが強まった結果、0.9632まで下落するが、米長期金利の上昇一服や大幅ﾏｲﾅｽだった米株がﾌﾟﾗｽ圏に急転し
たことからﾄﾞﾙが巻き戻され、0.9806まで上昇。小幅反落後、0.97ﾚﾍﾞﾙ後半で小動きとなり、結局、0.9778ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞ。
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東京時間のﾄﾞﾙ円は146.79ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ。仲値にかけてﾄﾞﾙ買い優勢となり146.91まで上昇。米CPI発表を控え、前日につ
けた高値を更新する勢いはなく、146.70付近まで下落。一巡後はじりじりと値を戻し、146.83ﾚﾍﾞﾙで海外に渡った。
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ﾛﾝﾄﾞﾝ市場のﾄﾞﾙ円は､146.83ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡午後に米指標を控えて様子見ﾑｰﾄﾞの中146.63-87円で推移し146.71ﾚﾍﾞﾙで
NYに渡った｡ﾎﾟﾝﾄﾞﾄﾞﾙは､1.1069ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡本日は英長期債が買い戻しで始まり終始ﾎﾟﾝﾄﾞ高｡そして昼過ぎに｢英政府
が減税策の変更に着手している｣とのﾍｯﾄﾞﾗｲﾝで一気にﾎﾟﾝﾄﾞ買いが加速｡1.1300まで買われ1.1263ﾚﾍﾞﾙでNYに渡った｡
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【昨日の指標等】

Date Time Event 結果 予想

10月13日 15:00 独 CPI(前月比/前年比)・確報 9月 1.9%/10.0% 1.9%/10.0%
21:30 米 CPI(前月比/前年比) 9月 0.4%/8.2% 0.2%/8.1%
21:30 米 新規失業保険申請件数 8-Oct 228k 225k

【本日の予定】
Date Time Event 予想 前回

10月14日 10:30 中 CPI(前年比) 9月 2.9% 2.5%
21:30 米 小売売上高速報(前月比) 9月 0.2% 0.3%
21:30 米 小売売上高(除自動車/前月比) 9月 -0.1% -0.3%
23:00 米 ミシガン大学消費者ﾏｲﾝﾄﾞ・速報 10月 58.8 58.6

中 貿易収支 9月 $80.30b $79.39b
中 輸出(前年比) 9月 4.0% 7.1%
中 輸入(前年比) 9月 0.0% 0.3%

昨日のドル円は上昇。日中は米CPI発表を控え146円台後半で推移。海外時間に入り米9月CPIが市場予想を上回ったことを

受けて、米金利上昇・米株安・ドル高で反応し、ドル円は147.50まで上昇。1998年高値の147.64を瞬間的に超えると利益確定

や為替介入への警戒感による売りが入り、146円半ば近辺まで急速に下落。その後は、147円を中心としたレンジ推移となり、

147.22レベルでクローズした。
本日のドル円は引き続き底堅い展開を想定も、介入を巡る当局の動きには警戒。昨日の米CPIはサービス価格を中心に強い
結果となり、11月・12月FOMCでは75bp利上げ実施が意識されやすく、更なる利上げ織り込みの加速に伴う米短期金利上昇・
ドル買いの動きに注意したい。一方で、足許のドル円の水準は、鈴木財務官から”緊張感をもって注視している”と発言のあっ
た水準146.80近辺を超えており、昨日24年ぶりの147円台を更新したこともあって、日本政府による為替介入への警戒感が高
まりやすく、ドル円はもみ合う展開を想定。


